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第
十
九
条
の
次
に
次
の
見
出
し
及
び
三
条
を
加
え
る
。

（
出
資
外
国
法
人
等
貿
易
保
険
）

第
二
十
条

法
第
三
十
一
条
第
二
項
第
二
号
の
貨
物
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

設
備
（
航
空
機
及
び
船
舶
を
含
む
。）

二

石
油
、
可
燃
性
天
然
ガ
ス
、
石
炭
及
び
金
属
鉱
物

第
二
十
一
条

法
第
三
十
一
条
第
二
項
第
二
号
ホ
の
政
令
で
定
め
る
者
は
、
日
本
国
の
政
府
及
び
地
方
公
共
団
体
と
す

る
。

第
二
十
二
条

法
第
三
十
一
条
第
二
項
第
四
号
の
費
用
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

出
資
外
国
法
人
等
販
売
貨
物
又
は
出
資
外
国
法
人
等
仲
介
貿
易
貨
物
の
保
管
又
は
維
持
に
要
す
る
費
用

二

出
資
外
国
法
人
等
販
売
貨
物
又
は
出
資
外
国
法
人
等
仲
介
貿
易
貨
物
を
積
載
し
て
い
る
船
舶
の
停
泊
料

三

出
資
外
国
法
人
等
販
売
貨
物
又
は
出
資
外
国
法
人
等
仲
介
貿
易
貨
物
を
輸
送
す
る
こ
と
を
内
容
と
す
る
契
約
の

解
除
に
伴
う
賠
償
金
又
は
違
約
金
の
支
払
に
要
す
る
費
用

四

技
術
の
提
供
又
は
こ
れ
に
伴
う
労
務
の
提
供
に
関
す
る
業
務
に
従
事
す
る
者
の
人
件
費

五

技
術
の
提
供
又
は
こ
れ
に
伴
う
労
務
の
提
供
に
関
す
る
業
務
に
従
事
す
る
者
を
、
当
該
技
術
の
提
供
若
し
く
は

こ
れ
に
伴
う
労
務
の
提
供
の
地
か
ら
退
避
さ
せ
、
又
は
そ
の
業
務
を
再
開
す
る
目
的
で
当
該
地
へ
赴
任
さ
せ
る
た

め
に
要
す
る
費
用

六

技
術
の
提
供
又
は
こ
れ
に
伴
う
労
務
の
提
供
に
関
す
る
業
務
に
従
事
す
る
者
の
安
全
の
確
保
に
関
し
必
要
な
施

設
又
は
設
備
の
設
置
又
は
改
修
に
要
す
る
費
用

七

技
術
の
提
供
又
は
こ
れ
に
伴
う
労
務
の
提
供
の
た
め
に
使
用
す
る
施
設
又
は
建
設
機
械
の
賃
借
料

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
政
令
は
、
貿
易
保
険
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
六
年
十
月
一
日
）
か
ら
施
行
す

る
。

（
保
険
業
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

２

保
険
業
法
施
行
令
（
平
成
七
年
政
令
第
四
百
二
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
十
六
条
及
び
第
三
十
七
条
の
四
の
五
中
「
第
二
十
五
条
」
を
「
第
二
十
八
条
」
に
改
め
る
。

経
済
産
業
大
臣

小
渕

優
子

内
閣
総
理
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

麻
生

太
郎

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

次
代
の
社
会
を
担
う
子
ど
も
の
健
全
な
育
成
を
図
る
た
め
の
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
の
一
部
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
に
関
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
六
年
九
月
二
十
五
日

内
閣
総
理
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

麻
生

太
郎

政
令
第
三
百
十
三
号

次
代
の
社
会
を
担
う
子
ど
も
の
健
全
な
育
成
を
図
る
た
め
の
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
の
一
部
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
に
関
す
る
政
令

内
閣
は
、
次
代
の
社
会
を
担
う
子
ど
も
の
健
全
な
育
成
を
図
る
た
め
の
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
等
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
二
十
八
号
）
の
一
部
の
施
行
に
伴
い
、
及
び
関
係
法
律
の
規
定
に
基
づ
き
、

こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

（
母
子
及
び
寡
婦
福
祉
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
一
条

母
子
及
び
寡
婦
福
祉
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
九
年
政
令
第
二
百
二
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。題

名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

母
子
及
び
父
子
並
び
に
寡
婦
福
祉
法
施
行
令

目
次
中
「
・
第
二
条
」
を
「
e

第
二
条
」
に
、「
第
二
章

母
子
家
庭
等
に
対
す
る
福
祉
の
措
置
（
第
三
条
e

第
三

十
一
条
）」を
「
第
二
章

母
子
家
庭
に
対
す
る
福
祉
の
措
置
（
第
三
条
e

第
三
十
条
）

第
三
章

父
子
家
庭
に
対
す
る
福
祉
の
措
置
（
第
三
十
一
条
e

第
三
十
一
条
の
十
）」に
、「
第
三
章
」

を
「
第
四
章
」
に
、「
第
四
章
」
を
「
第
五
章
」
に
、「
第
五
章
」
を
「
第
六
章
」
に
、「
第
六
章
」
を
「
第
七
章
」
に
改

め
る
。

第
一
条
中
「
母
子
及
び
寡
婦
福
祉
法
（
」
を
「
母
子
及
び
父
子
並
び
に
寡
婦
福
祉
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百

二
十
九
号
。」に
改
め
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
法
第
六
条
第
二
項
第
六
号
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
男
子
）

第
一
条
の
二

法
第
六
条
第
二
項
第
六
号
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
男
子
は
、
次
に
掲
げ
る
男
子
と
す
る
。

一

配
偶
者
が
法
令
に
よ
り
長
期
に
わ
た
つ
て
拘
禁
さ
れ
て
い
る
た
め
そ
の
扶
養
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
男

子
二

婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
父
と
な
つ
た
男
子
で
あ
つ
て
、
現
に
婚
姻
を
し
て
い
な
い
も
の

第
二
章
の
章
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
二
章

母
子
家
庭
に
対
す
る
福
祉
の
措
置

第
三
条
第
二
号
中
「
そ
の
者
」
を
「
配
偶
者
の
な
い
女
子
」
に
改
め
、
同
条
第
三
号
中
「
又
は
配
偶
者
の
な
い
女

子
が
医
療
若
し
く
は
介
護
を
受
け
て
い
る
期
間
」
を
削
り
、
同
条
第
九
号
中
「
児
童
」
の
下
に
「
又
は
配
偶
者
の
な

い
女
子
の
二
十
歳
以
上
で
あ
る
子
等
」
を
加
え
、
同
号
を
同
条
第
十
号
と
し
、
同
条
第
八
号
中
「
の
高
等
学
校
」
を

「
若
し
く
は
法
第
六
条
第
六
項
に
規
定
す
る
配
偶
者
の
な
い
女
子
で
現
に
児
童
を
扶
養
し
て
い
る
も
の
（
以
下
単
に

「
配
偶
者
の
な
い
女
子
で
現
に
児
童
を
扶
養
し
て
い
る
も
の
」
と
い
う
。）が
同
時
に
民
法
（
明
治
二
十
九
年
法
律
第

八
十
九
号
）
第
八
百
七
十
七
条
の
規
定
に
よ
り
二
十
歳
以
上
で
あ
る
子
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
者
を
扶
養
し
て
い
る

場
合
に
お
け
る
そ
の
二
十
歳
以
上
で
あ
る
子
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
者
（
以
下
「
配
偶
者
の
な
い
女
子
の
二
十
歳
以

上
で
あ
る
子
等
」
と
い
う
。）の
高
等
学
校
」
に
改
め
、「
も
の
（
以
下
」
の
下
に
「
こ
の
章
に
お
い
て
」
を
加
え
、
同

号
を
同
条
第
九
号
と
し
、
同
条
第
七
号
を
同
条
第
八
号
と
し
、
同
条
第
六
号
中
「
含
む
」
の
下
に
「
。
以
下
同
じ
」

を
加
え
、
同
号
を
同
条
第
七
号
と
し
、
同
条
第
五
号
を
同
条
第
六
号
と
し
、
同
条
第
四
号
を
同
条
第
五
号
と
し
、
同

条
第
三
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四

配
偶
者
の
な
い
女
子
が
医
療
又
は
介
護
を
受
け
て
い
る
期
間
中
の
生
活
を
維
持
す
る
の
に
必
要
な
資
金

第
五
条
の
見
出
し
を「（
児
童
及
び
配
偶
者
の
な
い
女
子
の
二
十
歳
以
上
で
あ
る
子
等
に
対
す
る
母
子
福
祉
資
金
の

貸
付
け
）」に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
規
定
す
る
資
金
」
を
「
掲
げ
る
資
金
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
児
童
」

の
下
に
「
又
は
配
偶
者
の
な
い
女
子
の
二
十
歳
以
上
で
あ
る
子
等
」
を
加
え
、「
二
十
歳
」
を
「
同
条
第
二
項
の
規
定

に
よ
る
貸
付
け
に
係
る
二
十
歳
」
に
改
め
、「
場
合
（
」
の
下
に
「
生
存
し
て
い
る
父
の
う
ち
に
次
の
各
号
の
事
情
の

い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
者
が
あ
る
場
合
を
除
き
、」を
加
え
、
同
項
第
一
号
中「（
実
父
及
び
養
父
を
含
む
。
以
下
こ

の
項
に
お
い
て
同
じ
。）」
を
削
り
、
同
項
第
七
号
を
削
る
。

第
六
条
の
見
出
し
を「（
貸
付
け
の
対
象
と
な
る
母
子
・
父
子
福
祉
団
体
の
事
業
）」に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
配

偶
者
の
な
い
女
子
で
現
に
児
童
を
扶
養
し
て
い
る
も
の
の
」
を
「
同
条
第
一
号
に
掲
げ
る
者
の
」
に
、「
配
偶
者
の
な

い
女
子
で
現
に
児
童
を
扶
養
し
て
い
る
も
の
を
」
を
「
同
号
に
掲
げ
る
者
を
」
に
改
め
る
。

第
七
条
中
「
そ
れ
ぞ
れ
当
該
」
を
「
当
該
」
に
改
め
、
同
条
第
一
号
中
「
こ
の
章
に
お
い
て
」
を
削
り
、「
事
業
開

始
資
金
」
を
「
母
子
事
業
開
始
資
金
」
に
、「
母
子
福
祉
団
体
」
を
「
母
子
・
父
子
福
祉
団
体
」
に
改
め
、
同
条
第
二

号
中
「
こ
の
章
に
お
い
て
「
事
業
継
続
資
金
」
を「「
母
子
事
業
継
続
資
金
」
に
改
め
、
同
条
第
三
号
中
「
こ
の
章
に

お
い
て
「
修
学
資
金
」
を「「
母
子
修
学
資
金
」
に
、「
修
学
資
金
の
」
を
「
母
子
修
学
資
金
の
」
に
改
め
、
同
号
た
だ

し
書
中
「
給
付
（
第
五
号
に
お
い
て
」
を
「
給
付
（
以
下
」
に
、「
修
学
資
金
」
を
「
母
子
修
学
資
金
」に
、「
と
す
る
。

第
五
号
に
お
い
て
」
を
「
。
以
下
」
に
改
め
、
同
号
イ
中
「
就
学
す
る
児
童
」
の
下
に「（
配
偶
者
の
な
い
女
子
の
二

十
歳
以
上
で
あ
る
子
等
を
含
む
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。）」
を
加
え
、「
修
学
資
金
」
を
「
母
子
修
学
資
金
」

に
、「
以
下
」
を
「
ロ
に
お
い
て
」
に
改
め
、
同
号
ロ
及
び
ハ
中
「
修
学
資
金
」
を
「
母
子
修
学
資
金
」
に
改
め
、
同

条
第
四
号
中
「
こ
の
章
に
お
い
て
「
技
能
習
得
資
金
」
を「「
母
子
技
能
習
得
資
金
」
に
改
め
、
同
条
第
五
号
中
「
が

同
号
」
を
「
又
は
配
偶
者
の
な
い
女
子
の
二
十
歳
以
上
で
あ
る
子
等
が
同
号
」
に
、「
こ
の
章
に
お
い
て「
修
業
資
金
」

を「「
母
子
修
業
資
金
」
に
改
め
、
同
条
第
六
号
中
「
こ
の
章
に
お
い
て
「
就
職
支
度
資
金
」
を「「
母
子
就
職
支
度
資
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